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市 の 人 口 

53,049人 

男 	25,670人 

女 	27.379人 

世 帯 数 	14,666 

（昭和57年12月1日現在）住民基本台帳から 

 

斎藤、三浦さんに教育長賞 
”・一少年の主張発表大会で熱弁‘ぐ二：'\’・与＼ 

市教育委員会など主催の57年度少年の主張発表大会が 

11月24日、市民文化会館におよそ150人の父兄たちが出席

して行われ、各校の厳しい審査を経てきた小‘中学生10 

人が身近かな問題をとりあげて発表、熱弁をふるいまし

た。 

発表大会では、「地域ぐるみで青少年の人格形成に努め 

よう 	」という内閣総理大臣からのメッセージが読み 

上げられ、鈴木教育長が「子供たちがどういうことを考

えているかよく聴き、犯罪のない明るい社会を築いても

らいたい」 とあいさつしました。 

来賓が祝辞を述べたあと、一次、二次審査を経てきた 

10人が次々登壇、学校や家庭生活を通して経験した身近

な問題をとりあげ力いっぱい発表、父兄たちから拍手を

受けていました。 

発表大会を講評して青少年育成青森県民会議の長尾専

門指導員は、「身近かな問題をよく観察し、素直に表現し

ている。ごういう子供たちの意見に大人たちはもっと耳

を傾けるべきです」 と語っています。 

「関連記事 4 ・ 5 面 
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土地区画整理事業の紹介 No., 5 

市都市計画課 

     

     

     

     

今回は「審議会」についてです。 

．地区土地区西整理施行地区 

V 

区画整理審議会 
A 

' 

市長あて意見書 
V 

仮換地の指定 

住民の意見の反映方法

設計素案検討委員 

l原案畷 

ト仮換地の供覧 

へ、 
血今「 

ぐ多 
く 

自
衛

官
募

集

案
内
 

ニ
等
陸

・
海

・
空
士
 

ロ
募
集
人
員
 
陸

・
海
・
 
む

ね
ー
カ
月
 

空
士
約
二
万
二
千
人
 
口
入
（

校
）
隊
 
採
用
予
 

ロ
資
格
 
十
八
歳
以
上
一
 
定
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
 

十
五
歳
未
満
者
 

す
。
 

ロ
受
付
期
間
 
年
間
を
通
 
口
待
過
・
そ
の
他
 
陸
上

じ
て
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
 
は
二
年
（
技
術
三
年

）
、海
上
 

ロ
試
験
期
日
 
受
付
時
に
 

・
航
空
は
三
年
を

一
任
期
と

指
定
し
ま
す
。
（五
十
八
年
三
 
し

て
任
用
さ
れ
、
曹
、
幹
部

月
高
卒
予
定
者
は
十
月
一
日
 
へ
の
道
が

ひ
ら
か
れ
て
い
ま
 

 

以
降
）
 
す
。
 

ロ
合
 
ロ
お

間
合
わ
せ
 
青
森
地

格
発
表
 
方

連
絡
部
五
所
川
原
募
集
事

試
験
 
務
所
 

後
お
お
 

（
。国
）
ー
二
三〇
五
番
）
 

 

  

	ノ 

囲国国圃国国国 
ロと き 昭和58年1月1日（土）午前11 

時から 

ロところ 市民文化会館 

ロ会 費 1,500円（申し込みと同時に 

納入して下さいJ 

ロ申込み締切り 12月20日（月）まで。 

ロ申込み先 市総務課・五所川原商工会議 

所 

地権者のそれぞれのグループから別々に選挙によって選ばれた委員と区画 

経験委員によって構成されます。 

を選挙によって選出します。 

のご意見を代表します 

r うな区画に分けて利用すべきかを決定する計画。 

された場合。 

(4〕 保留地を定めるとき。 

(5） その他。 

選挙する。 

員は、その数におおむね比例した数で市長が定め公 

被選挙権者となります。 

を審議会委員として選ぶことになります。 

十選挙で 

- 



市立図書館では、児童に対するクリスマスおた 

クリスマスおたのしみ会 

のしみ会を、次のとおり開催いたします。 

ロと き 12月23日 午後2時 

ロところ 市立図書館 

ロ催し物 金多・豆蔵人形芝居 

ロ対 象 児 童 

ロ会 費 無 料 

いgミ 

区画整理審議会 
ン掌滝ぐ響事甘寧。γ津与、’言r高― 

べ蕊蕊蕊蕊蕊寒蕊蕊ミ蕊ミミミミミミミミミミ蕊 

審議会は皆さまのうち、宅地の所有権者と借

整理にっいて経験があり、よく知っている学識

南部地区では、昭和58年度においてこの委員 

審議会は次のことにっいて、皆様 

1‘審議会の意見をきかなければならないもの。 

(1） 換地計画を作成、または変更するとき。 

事業計画で定められた整理後の街区をどのよ 

（換地設計等） 

(2） 換地計画を縦覧して皆さまから意見書が提出 

(3） 仮換地を指定しようとするとき。 

(4） その他 

2 ．審議会の同意がなければならないもの。 

(1） 特別の宅地に関する措置をするとき。 

(2） 評価員を選任するとき。 

(3） 過小宅地の基準地積を定めるとき。 

審議会委員の選挙 

〇選挙は立候補制です。 

○委員は宅地の所有権者と借地権者からそれぞれ

〇宅地の所有権者からの委員と借地権者からの委

告します。 

〇未登記借地権者は、権利の申告により選挙権者 

南部地区では、土地区画整理法に基づいて15人以下 

1（イ） 所有権者及び借地権者（申告）のなかから 

l回 市長選任学識経験者（定数の％以内） 

(533号） 広報ごしょがわら 

年
末
年
始
の
 

「
 

窓
口
業

務
案
内
」
 

「
 

本
年
度
の
軽
自
動
車
税
、
 

固
定
資
産
税
、
市
県
民
税
、
 

国
民
健
康
保
険
税
等
の
滞
納

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

十
ニ
月
ニ
十
八
日
は
市
県

民
税
四
期
、
国
民
健
康
保
険
 

税
四
期
の
納
期
限
と
な
っ
て

お
り
ま
す
 
本
年
度
は
以
上

で
市
税
の
納
期
が
全
部
終
わ

り
ま
す
が
、
納
税
も
れ
等
が

あ
り
ま
せ
ん
か
今

一
度
お
調

べ
下
さ
い
。
滞
納
さ
れ
ま
す
 

と
督
促
手
数
料
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
の
で
十
分
ご

注
意
下
さ
い
。
 

ま
た
、
市
で
は
十
二
月
一
一

十
八
日
ま
で
市
税
完
納
強
調

期
間
を
設
け
て
滞
納
防
止
、
 

滞
納
整
理
に
努
め
て
お
り
、
 

市
税
の
年
内
完
納
に
納
税
者

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
 

な
お
、
法
人
市
民
税
に
つ

き
ま
し
て
も
年
内
完
納
に
ご

協
力
下
さ
い
。
 

“市
税
完
納
）
で明
る
い
お
正
月
を
 

一
 

一
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,
 

市
本
庁

・
各
支
所
、
市
民
文

化
会
館
、
市
中
央
公
民
館
、
三

道
会
館
、
福
祉
会
館
、
福
祉
セ

ン
タ

ー
は
、
十
二
月
二
十
九
日
 

（
水
）
か
ら

一
月
三
日

（月
）
 

ま
で
休
み
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
市
民
課
、
会

計
課
、
収
納
課
は
、
十
二
月
一
一

十
九
日

（水
）
と
三
十
日
（
木
）
 

そ
れ
に
三
十

一
日
（
金
）
の
午

前
中
皿
喜
m
ど
お
り
窓
口
業
務
を

行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
民
体
育
館
、
市
立

図
書
館
、
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
 

ム
は
、
十
二
月
二
十
八
日
（
火
）
 

か
ら
一
月
四
日
（
火
）
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
休
館
し
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院
は
、
十
二
月

二
十
九
日

（
水
）
か
ら
一
月
三

日

（月
）
ま
で
診
療
・
窓
口
業

務
を
休
み
ま
す
が
、
十
二
月
三

十
日

（
木
）
の
午
前
中
平
常
ど

お
り
診
療
・
窓
口
業
務
を
行
い

ま
す
。
 

ま
た
、
野
里
埋
立
地
の
燃
え

な
い
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
十
一
一

月
三
十
日

（
木
）
ま
で
で
、
 一

月
二
日

（
日
）
か
ら
平
常
ど
お

り
引
き
受
け
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
尿
 

高
瀬
衛
生
処
理
セ
ン
タ

ー
の

燃
え
る
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
、
 
 

十
二
月
三
十
日
（
木
）
ま
で
、
 

ま
た
、
し
尿
の
引
き
受
け
は
十

二
月
二
十
八
日
（
火
）
ま
で
行

い
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
、
し
尿
と
も
一

月
四
日

（
火
）
か
ら
平
常
ど
お

り
引
き
受
け
し
ま
す
。
 

水
道
の
故
障
修
理
は
 

十
二
月
二
十
九
日

（
水
）
か
 

ら
一
月
三
日

（月
）
ま
で
、
元
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
十

ニ
月
三
十
日
ま
で
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
十
二
月
三
 

一
月
四
日

（
火
）
か
ら
平
常

十
日
（
木
）
ま
で
行
い
ま
す
。
 

ど
お
り
収
集
に
当
た
り
ま
す
。
 

町
浄
水
場
一
丑
⑧
二
六
三
九

番
）
 

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 



い
よ
い
よ
年
の
瀬
も
近
づ
き
、
 

私
達
の
身
の
回
り
は
、
何
か
と

気
ぜ
わ
し
く
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
時
期
に
「
年
末

年
始
は
、
無
事
故
で
笑
顔
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
二
月
十
七

日
か
ら
一
月
十
日
ま
で
の
二
十

五
日
間
に
わ
た
り
、
年
末
年
始

の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
 

こ
の
時
期
は
忘
年
会
、
新
年

会
、
正
月
な
ど
で
、
 一
年
の
う

ち
で
最
も
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
、
道
路
事
情
の
方
は
、
積
雪

や
凍
結
で
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
子
供
た
ち
は
、
道
路

で
の
ミ
ニ
ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト

遊
び
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す

”、
 
の
で
、
み
ん
な
が
、
こ
の
よ
う
 

な
危
険
な
遊
び
は
さ
せ
な
い
よ

う
注
意
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
 

こ
と
し
の
交
通
事
故
を
ふ
り

か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
飲
酒
、
 

暴
走
運
転
な
ど
無
謀
な
運
転
に

よ
っ
て
死
亡
し
た
人
が
全
体
の

約
四
割
を
数
え
、
し
か
も
酒
を

飲
ん
だ
う
え
、
深
夜
、
暴
走
し

て
死
亡
事
故
を
お
こ
す
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
運
動

は
、
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放

を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
実
の
あ

る
効
果
的
な
運
動
を
展
開
し
て
 

吃最重点は飲酒・暴走運転の追放 

五所川原署管内の交通事故発生状況 

「霧～丈誓 本 増 	減 

発 Il一件数 352 384 -32 

死 者 数 ' 5 + 2 

傷 者 数 429 469 40 

手ぬぐいで慰問 
、
 

手
 

し
た
。
 

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
民

の
総
力
の
も
と
に
、
年
末
年
始

は
、
無
事
故
で
乗
り
越
え
た
い

も
の
で
す
。
 

運
動
の
重
点
 

①
飲
酒

・
暴
走
運
転
の
追
放

②
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人

の
交
通
事
故
防
止
 

③
踏
切
事
故
防
止
 

④
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
推
進
 
 

五
所
川
原
地
区

婦
人
会
 

五
所
川
原
地
区

婦
人
会
（
高
満

タ

力
会
長
）
は
十
一
一

月
二
日
、
市
消
防

本
部
を
訪
れ
、
軍

手
、
手
ぬ
ぐ
い
を

贈
っ
て
慰
間
、
師

走
の
忙
し

い
消
防

活
動
に
入
っ
た
署

員
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
高
満

会
長
を
は
じ
め
役

員
、
会
員
十
二
人

が
本
部
を
訪
れ
、
 

松
山
消
防
長
に
軍
 

手
六
十
七
人
分
、
手
ぬ
ぐ

い
七

十
二
本
を
手
渡

し
た
あ
と
、
松

山
消
防
長
か
ら
家
庭
消
火

器
の

扱
い
方
な
ど
を
聴
き
、
家
庭
火

災
の
根
絶
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
 

《
 

十
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,
 

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
 

昭
和
五
十
七
年
四
月
分
か
ら

十
二
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
納

め
ま
し
た
か
。
 

ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
は
早

急
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま

す
と
、
万
一
の
事
故
に
あ
っ
た

と
き
障
害
年
金
や
母
子

年
金
が
 
 

受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
歳

を
と
っ
て
老
齢
年
金
さ
え
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
 

ま
た
、
何
力
月
分
も
一
度

に

納
め
る
こ
と
に
な
る
と
、
負
担

も
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
納

付
期
限
を
守
っ
て
納
め
る
よ
う
 
 

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

過
去
に
保
険
料

の
未
納
期
間

や
免
除
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
も
年
金
権
を
守
る
と
と
も
に
、
 

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
る
た

め
、
納
め
ら
れ
な
く
な
ら
な
い

う
ち
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

未
納
期
間
に
つ
い
て
は
納
付

期
限
か
ら
二
年
間
、
免
除
期
間

に
つ
い
て
は
十
年
間
経
過
す
る
 
 

と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

市
教
育
振
興
会
に
 

収
益
金
を

寄
付
 

市
立
第
三
中
学
校
の
生
徒
会

と
同
校
P
T
A
は
十
一
月
十
七

日
、
バ
ザ
ー
ル
の
収
益
金
合
計

二
万
六
千
六
百
三
十
円
を
財
団

法
人
市
教
育
振
興
会
に
寄
付
し

ま
し
た
。
 

少
年
の
主
張
発
表
 

大
会
の
審
査
結
果
 

ロ
教
育
長
賞
 
斉
藤
美

紀
子
 

（
二
中
・
二
年
）
、一
ニ
浦
優香
（
五

小

・
六
年
）
 

ロ
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長

賞
 
小
野
真
弓
（
五
一
中
・
一
一

年
）
、秋
田
美
奈
子
（
七
ッ
館
小
 

・

六
年
）
 

ロ
市
内
小
中
学
校
長
会
会
長

賞
 
阿
部
育
美

（
二
中
・
三
年
）
 

ロ
青
少
年
育
成
青
森
県
民
会

議
会
長
賞
 
奥
野
早
百
合
（
飯

詰
中
二
一
年
）
 

ロ
青
少
年
問
題
協
議
会
奨
励

賞
 
荒
関
洋
子
（
五
一
中
・
三

年
）
、川
浪

一
治

（
三好
中
・
一
ニ

年
、）
白
取
浩
美
（
五
小
・
六年
）
、
 

唐
川
裕
史
（
栄
小

・
五
年
）
 

(533号） 

少
年
の
主
張
発
表
大
会
教
育
長
賞
 

私
達
演
劇
部
が

二
中
祭
で

上
演
し
た
の
は
「
白
鳥
の
湖
」
 

と
い
う
十
三
潟
を
中
心
に
、
 

そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
貧
し

い
一
家
を
テ
ー
マ
に
し
た
も

の
で
し
た
。
 

白
鳥
の
と
り
も

つ
縁
で
、
 

中
学
校
の
頃
大
臣
賞
を
も
ら

っ
た
息
子
は
、
そ
の
生
涯
を

白
鳥
に
か
け
て
い
く
の
で
す

が
、
現
実
の
生
活
の
き
び
し

さ
か
ら
、
親
子
の
間
が
く
ず

れ
、
息
子
の
夢
が
む
な
し
く

も
く
ず
れ
去
る
あ
わ
れ
な
物

語
で
す
。
 

脚
本
の
決
ま
っ
た
次
の
日

か
ら
、
私
達
は
練
習
に
入
り

ま
し
た
。
 

躍
進
と
い
う
テ
ー

マ
を
掲

げ
た
二
中
祭
も
ー
カ
月
後
に
 
 

迫
っ
て
く
る
と
、
誰
か
ら
と
も

な

く
真
面
目
に
や
ろ
う
と
い
う

言
葉
が
出
て
、
み
ん
な
一
生
懸
 

命
け
い
こ
に
励
み
ま
し
た
。
そ

の
頃
は
、先
生
も
き
び
し
く
、
一

つ
セ
リ
フ
を
言
っ
て
は
な
お
さ

れ
叱
ら
れ
る
そ
の
繰
り
返
し
で

す
。
「
み
き
子
、
何
い
っ
て
ら
だ

ば
グ
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
や
れ
」
 

と
言
わ
れ
ま
す
。
自
分
で
は
一
 

生
懸
命
に
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い

る
つ
も
り
で
す
。
で
も
四
十
歳

を
過
ぎ
た
母
の
役
は
私
に
と
っ

て
は
大
変
で
す
。

い
く
ら
一
生

懸
命
練
習
し
や
っ
て
も
先
生
は
 

「も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
や
れ
」
と

い
う
の
で
す
。
そ
の
う
ち
先
生

が
し
び
れ
を
き
ら
し
て
 
「も
う
 
 

い
い
、
明
日
ま
で
練
習
し
て
こ

い
」
 
と
怒鳴
り

つ
け
て
き
た
り

す
る
の
で
す
。
 

私
は
悔
や
し

い
や
ら
、
ば
か

ら
し
い
や
ら
で
涙
が
出
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
七

時
過
ぎ
に
練
習
を
終
え
ま
し
た
。
 

悲
し
み
に
く
れ
て
家
路
に
つ
き

ま
し
た
が
、
母
が
途
中
ま
で
迎

え
に
来
て
く
れ
た
の
で
ほ
っ
と
 

五
所
川
原
第
二
中
学
校
二
年
 

し
ま
し
た
。
 

家
に
帰
り
着
く
な
り
何
べ
ん

と
な
く
練
習
し
ま
し
た
が
、
大

声
を
出
せ
ま
せ
ん
し
、
そ
の
う

ち
に
ま
た
悔
ゃ
し
く
な
り
泣
き

た
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

次
の
日
の
練
習
の
時
に
、
そ

れ
は
そ
れ
は
し
ん
け
ん
に
私
と
 
 

し
て
は
精
一
杯
の
セ
リ
フ
を
言

い
ま
し
た
。
「そ
れ
で

い
い
ん
だ

よ
」
 
と
思い
が
け
な
い
先
生
の

言
葉
が
返
っ
て
き
た
の
で
す
。
 

私
の
心
は
ス
ー
と
し
ま
し
た
。
 

世
の
中
が
明
る
く
見
え
て
き
て
、
 

「う
ん
、
私
で
も
や
れ
ぱ
出
来

る
ぞ
」
 
と
自信
が
つ
い
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
「
こ
の

劇
を
是
非
成
功
さ
せ
ね
ば
、
劇

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
、
下
級

生
は
勿
論
、
ク
ラ
ブ
全
員
そ
れ
 

斎
 
藤
 
美
紀
子
 

と
二
中
祭
の
成
功
が
か
か
っ
て

る
ん
だ
」
と
い
う
意
気
ご

み
が

出
て
き
ま
し
た
。
 

本
番
ま
で

一
週
間
近
く
な
る

と
練
習
も
夜
の
八
時
過
ぎ
に
な

り
ま
し
た
。
立
ち
げ

い
こ
だ
け

で
は
な
く
舞
台
づ
く
り
衣
装
づ

く
り
に
、そ
れ
は
忙
が
し
い
毎
日
 
 

で
す
。
男
生
徒
は
先
生
と
一
諸

に
学
校
に
泊
ま
り
が
け
で
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
 

い
よ
い
よ
本
番
の
時
が
来
ま

し
た
。
前
夜
祭
も
終
わ
っ
た
の

は
八
時
過
ぎ
、
私
達
は
そ
れ
か

ら
最
後
の
舞
台
げ
い
こ
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
の
気
迫
は
す
ご

い
も
の
で
し
た
。
十
時
過
ぎ
に

終
わ
り
、
母
が
夜
道
を
迎
え
に

出
て
い
ま
し
た
。
 

次
の
日
、
い
よ
い
よ
上
演
で

す
。
着
替
え
に
か
か
り
化
粧
さ

れ
た
自
分
の
顔
を
見
て
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。
鏡
の
前
の
私
は
、
 

も
う
四
十
歳
過
ぎ
て
い
た
か
ら

で
す
。
 

十
分
役
を

こ
な
せ
る
か
心
配

で
、
高
鳴
る
胸
を
お
さ
え
な
が

ら
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。
劇
も

す
す
み
、
母
が
最
愛
の
息
子
に

鉄
砲
を
向
け
「
お
父
、
お
前
の
敵

老

な
、人
に
は
言
っ
て
い
い
こ
と

悪

い
こ
と
、
死
ん
で
も
口
に
出

さ
れ
ぬ
こ
と
が
あ
る
も
ん
だ
…
」
 

と
い
う
所
で
、
な
ぜ
か
胸
が
一
 
 

瞬
つ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
「
 

お
そ
ろ
し

い
も
の
で
す
。

．そ

の
時
の
私
は
、
も
う
四
十
歳

過
ぎ
た
母
親
に
な
り
き
っ

て

い
ま
し
た
。
 

劇
も
終
わ
り
割
れ
る
よ
う

な
拍
手
を
う
つ
ろ
な
心
で
聞

い
て
い
ま
し
た
。
「や
っ
た
ぞ
」
 

「成
功
し
た
ん
だ
」
、と
思
っ

て
い
た
ら
、
先
生
が
、
だ
ま

っ
で
手
を
た
た
い
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
 

本
当
に
、
人
間
っ
て
、
言

葉
に
言
い
表
せ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
演

劇
を
通
し
て
感
じ
た
し
、
母

役
を
や
っ
て
み
て
、
母
に
な

り
切
れ
ま
し
た
。
あ
の
夜
道

を
、
 ー
カ
月
近
く
も
迎
え
に

来
て
く
れ
た
母
に
、
あ
り
が

と
う
と
は
言
っ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
母
も
十
分
知
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
 母
の
愛
情

の
あ
り
が
た
さ
を
言
葉
に
言

い
つ
く
せ
ぬ
程
、
感
じ
て
い

ま
か
o
 

演
 
劇
 
と
 私
 



。
ロ
連
 

一
臓
”
 

・

「J
青

一噴
雄
 

一．
嶋
 

ご
ぞ

ん
じ

で
す
か
 

詐
欺
や
お
ど
し
で
金
を

と

ら
れ
た
り
、
交
通
事
故
で
被

害
に
あ
っ
て
警
察
、
検
察
庁

に
訴
え
た
が
 
「検
察
官
が
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
、
ど
 

の
と
っ
た
裁
判
に
か
け
な
い

処
分
（
不
起
訴
）
が
は
た
し

て
妥
当
か
ど
う
か
を
、
選
挙

人
名
簿
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
民
間
の
代
表

（
検
察
 

「検
察
審
査
会

」
 

う
も
納
得
で
き
な
い
」
 
こ
ん

な
不
満
を
持
っ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
 

そ
う
い
う
人
は
検
察
審
査

会
事
務
局
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

検
察
審
査
会
は
、

検
察
官
 

審
査
員
）
に
よ
っ
て
審
査
す

る
制
度
で
無
料
で
す
。
 

ロ
弘
前
検
察
審
査
会
事
務

局
（
廿
〇
一
七
二
⑩
四
三

一
一

一
番
・
青
森
地
方
栽
判
所
弘

前
支
部
内
）
 

/
 チ

ャ
リ
テ
ィ

ー
の
収
益
金
を
寄
付
 

“
農
業姿
員
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

調
製
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か

ら

農
業
委
員
会
を
経
由
し
、
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
 

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の

用
紙
は
、
行
政
連
絡
員
（
旧
市

内
は
農
事
実
行
組
合
長

）
を
通
 
 

じ
て
各
農
家
に
配
布
し
、
昭
和

五
十
八
年

一
月
八
日
ま
で
回
収

に
ま
い
り
ま
す
の
で
、
昭
和
五

十
八
年
一
月
一
日
現
在
の
必
要

な
事
項
を
記
入
の
う
え
押
印
し

て
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
選
挙
資
格
の
あ
る
方
 

①
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
十
 

J
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
世
帯
で
、
年
間
六
十
日

以
上
 

自
民
党
県
連
政
務
調
査
会
（原

田

一
実
会
長
）
の
西
北
五
地
方

を
対
象
と
し
た
移
動
政
調
会
が

十
二
月
四
日
、
産
経
会
館
に
同

地
方
の
首
長
、
理
事
者
ら
約
三

十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
市

で
は
、
「水
緑
都
市
モ
デ
ル
地
区

の
指
定
」
な
ど
三
件
を
陳
情
し

ま
し
た
。
 

移
動
政
調
会
に
は
、
県
連
側

か
ら
原
田
会
長
の
ほ
か
、
秋
田

正
、
木
村
章
一
ら
地
元
県
議
と

青
森
市
の
高
橋
弘
一
、
森
内
勇
 

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
。
 

②
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
二
十
歳
以

上
の
方
で
、
農
家
世
帯
と
同
居

し
て
い
る
親
族
。
（
六
親
等
内
の

血
族
、
配
偶
者
、
三
親
等
内
の

姻
族
）
 

③
十
ァ
‘
以
上
耕
作
し

て
い
る

農
業
生
産
法
人

の
組
合
長
、
ま

た
は
社
員
。
（
年
間
六
十
日
以
上
 
 

両
県
議
が
出
席
、
ま
た
市
か
ら

は
市
長
職
務
代
理
者
の
対
馬
総

務
課
長
、
阿
部
企
画
室
長
、
高

橋
建
設
課
長
ら
が
出
席
、
水
緑

都
市
の
ほ
か
 
「国
道
3
3
9
号

五
所
川
原
ー
鶴
田
間
の
バ
イ
パ

ス
建
設
」
と
「
県
農
工
団
地
の

見
直
し
」
を
陳
情
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
出
席
県
議
は
「要

望
が
実
現
す
る
よ
う
国
を
は
じ

め
関
係
機
関
に
強
力
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
」
 
と
語
って
い

ま
す
。
 

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
）
 

ロ
記
入
の
方
法
 

①
申
告
者
の
住
所
、
氏
名
（
押

印
し
て
下
さ
い
）
 

②
耕
作
面
積
。
（所
有
権
、
賃

借
権
等
の
権
限
に
基
づ
く
農
地

）
 

③
選
挙
権

の
あ
る
世
帯
員
の

氏
名
、
続
柄
。
（
世帯
主
か
ら
み

た
続
柄
を
記
入
し
て
下
さ
い
。）
 

④
生
年
月
日
 

ロ
お
間
合
わ
せ
先
 

申
請
用
紙
が
配
布
さ
れ
な
か

っ
た
り
、
記
載
上
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
市
農
業
委
員
会

事
務
局
（
。
舶
）
二
一
一
一
番
・

内
線
二
二
九
、
二
三
〇
番
）
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者

の
会
（
清
野
裕
治
会
長
）
で
あ

る
菊
栄
会
と
陶
芸
サ
ー
ク
ル
（
泥

窯
師
）
は
、
十
二
月
一
日
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
寺

田
清
副
会
 
 

長
に
第
四
回
ホ
ー
ム
フ
ェ

ス
テ

ィ
バ
ル
の
食
堂
、
喫
茶
、
模
疑

店
と
陶
芸
サ
ー
ク
ル
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
全
額

三
万
七
千
七
百
八
十
二
円

を
共

同
募
金
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
 

昭
和
パ
ー
ル
会
が

善
意
銀
行
に
寄
付
 

昭
和
パ
ー
ル
会
（
木
村
重
治

会
長
）
は
十
一
月
二
十
五
日
、
 

善
意
銀
行
五
所
川
原
支
店
に
六

万
三
千
九
百
七
十
四
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
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五
所

川
原

、
鶴
田
間
 

バ
イ
パ
ス
建
設
な
ど
陳
情
 

自
民
県
連

市
で
移

動
政

調
会
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わらべ唄と昔話を聞く会 

市立図書館では「子どもたちにふるさと意識を 

もたせていこう」という主旨で、「わらべ唄と昔話 

を聞く会」を開いております。 

ご家族そろっておいで下さい。 

ロと き 毎月第3土曜日 午後 3時から 

ロところ 市立図書館 

口講 師 青森県児童文学研究会々員 

小枝指恵子 氏 

口対象 ー般市民（低学年は親と同伴願いますJ 

ロ受講料 無 料 

「
 

崖
●

の
控
．
所
〕
 

星
内
件
育
鮪
 

⑦ 昭和57年（1982年）12月15日 
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弥
生
町
通
り
の
通
行
止
を
解
除
 

へ
 

南小の投票場所が変更 

第 3投票区（五所川原市立南小学校）の投票所

は、従来屋内体育館を使用しておりましたが、諸

般の事情により今後は同校体育室（トッパン参照） 

において投票することになりますから、栄町、八重

菊、田町、新町、元町、蓮沼、不魚住に住所を有

する方は、お間違いのないようにして下さい。 

，‘ 

市
で

は
都
市
計
画

事
業
「

布

屋
大

橋
」
 
の
建
設
を
進
め

て
お

り
ま
す
が
、

昭
和
五
＋
七

年
度

の
下
部
工
工
事
は
お

よ
そ
八
五

％
程

度
進
ん
で
お

り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
に
は

長
い

間
ご

不
便

を
お

か
け
し
ま
し

た
が
、

先
月

二
十
一
日
か

ら
弥
生
町
通

り
の

駅
方
向
通
行
止
を

解
除
し

ま
し

た
。

こ
の
通
り
は
従
来
通

り
の

一
方
導
行
に
も
ど

り
ま
し
た
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。
 

な
お
、

現
場
は

ま
だ
工

事
中

で
す
の
で

徐
行
、

安
全
運
転

に

ご
協
力
下
さ
る

よ
う
お
願

い
い

た
し
ま
す
。
 

新受入図書 

ご利用下さい 
	

市立図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

青 森 県 の 地 名 下中 邦彦 六 十 の 手 習 い 岩崎 三郎 

う み ね こ 物 語 八重州たん 北 	限 	の 猿 畑 	正憲 

鱈 が 来 る 村 川岸信一郎 さ れ ど 吾 あ り 黒岩 重吾 

青森県地図百科 東奥日報社 悪 徳 も ま た 宇野 千代 

五所川原地方の石仏石塔 石仏石塔研究会 さ ら ば夏の光よ 遠藤 周作 

神 山 文 書 解 説 神野 高行 か ら く り 茶屋 多岐川 恭 

十 三 村 郷 土 史 豊島 勝蔵 死の 器上・ 下 森村 誠一 

日 々 の 読 書 阿部 光子 北 の 人 名 録 倉本 	聡 

歴史と伝承の風土 和歌森太郎 ナンセンスカタログ 谷川俊太郎 

昭和史の軍人たち 秦 	郁彦 心 の 甲 子 園 安田 辰昭 

ある女性政治家の半生 加藤シヅエ 初心忘れるべからず 谷沢 永一 

「甘やかされた」朝鮮 和田 洋一 怪 奇 の 創 造 城 	昌幸 

障害者福祉論入門 星野貞一郎 捕物帖 も ど き 都筑 道夫 

北の農民南の農民 星 	寛治 武 	則 	天 原 	百代 
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交
通
安

全
は
 
年
末
・
年

始
の
交
通
事
故

防
止
 

「ゆ
と
り
と
思
い
や
り
の
心
」
か
ら
 

街
は
人

の
波
、

道
路

は
車

の
“
洪
水

《
 
。

街
全
体
が

何
と

な
く
気
ぜ

わ
し

く
な
る
の
が

十
ニ

月
で
す
。
そ
の
気

ぜ
わ
し

さ
の
な
か
で
、

や
や
も

す
る
と
、

わ
た
し

た
ち

は
“
心
の
ゆ
と

り
）
を
見
失
い
が

ち
で
す
。
 

交
通
事
故
防
止
 
ド

ラ
イ
バ

ー
に
と
っ

て
も
、

歩
行
者

に
と
っ

て
も

大
切
な
の
は
「

心
の
ゆ
と
り
」
と
お
互
い
に
相
手

の
立
場
を
尊
重

す
る
「

思

い
や
り
の
心

」
で

す
。
 

年
末

か
ら
年
始

に
か
け

て
の
交
通

事
故
を
防
止

す
る
た

め
に
も
「

ゆ
と

り
と
思

い
や
り
の
心

」
を
も
っ

て
安
全
運
転
、

安
全
走
行
を

心
掛
け

ま
し

よ

ー
つ
。
 

広
報
紙
の
早

期
配
布

に
ご
協
力

下
さ
い
 

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は

か
自
殺
行
為

4
 

最
近
の

交
通
事
故

死
亡
原
因
の
な

か
で
目
立

つ
の
は
、

制
限
速
度
を

超

え
た
、
 ス
ピ
ー
ド

の
出

L
過
ぎ

に
よ

る
事
故
が

大
幅
に

増
え

て
い
る

こ
と

で
す
。
 

そ
も

そ
も
、
自
動
車
の
制
限

速
度

と

い
う
の

は
、
自
動
車
の
種

類
や
道

路
の

状
況
な
ど
を

考
え
、

危
険
を
未

一

然

に
防
止
し
、

交
通
の
安

全
が
保

て

る
速
度
と

い
う
こ
と
で

指
定
さ
れ

て

い
る
の
で
す
。
 

で
す
か

ら
、
 ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過

ぎ
は
自
ら

危
険
を
冒
し
、

死
（

の
道

を
進
ん
で

い
る
の
と
同
じ

こ
と
で
す
。
 

ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
は
 
「
ス
ピ

ー
 

ド
の
出
し

過
ぎ

は
事
故
に

つ
な
が

る
」
 

と
い

う
こ
と
を
心
に

銘
記
し
、

制
限

速
度
内
で

走
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し

ょ
・フ
。
 

飲
酒
運
転
防
止
は
 

「
三
な
い
運
動
」
の
実
践
か
ら
 

年
末
か
ら

年
始
に
か
け

て
は
「

忘

年
会
」
 
や
 
「
新
年
会

」
な
ど

が
あ
り
、
 

何
か
と

お
酒
を

飲
む
機
会
も
多

く
な

り
ま
す
。

こ
の
時
期
、
ド
ラ
イ
バ

ー
 

の
方

に
特
に
注

意
し

て
も
ら

い
た
い

の
が
飲
酒
連
転

に
よ
る
事
故
で

す
。
 

お
酒
を
飲
む

と
、
自
分
で
は

酔
っ

て
い
な
い
と

思
っ

て
い
て
も
、

感
覚

は
麻
ひ
し
、

素
早

い
判
断
や
行
動
が

で
き
な
く
な
り

ま
す
。
 

具
体
的

に
は
、
前
方

の
入
や
車
の

確
認
が

遅
れ
た
り
、
見
落
と
し

た
り
す

る
ほ
か
、

気
が
大
き
く
な
り
危

険
を

危
険
と

も
思
わ
な

く
な
っ

て
し
ま
う

な
ど
非
常
に

不
安
定
な

心
理
状
態
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
飲
酒
運
転
は
、
交

通
事
故
と
背
中
合
わ

せ
に
な
っ

て
い

る
の
で

す
。
 

飲
酒
運
転

の
防
止
に

は
、
ド
ラ
イ
 

「
 

バ
ー
自
身
が
気

を
付
け

る
だ
け
で
な

く
、
家
族
、
地
域
、

職
場
ぐ

る
み
の

注
意
も

必
要
で

す
。
 

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
次
の
「
：

な
い
運

動
」
を
実
践
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
 

▽
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
 

▽
乗
る

な
ら
飲
ま
せ
な
い
 

ま
た
、

酒
類

を
提
供

す
る

飲
食

店

経
営
者

の
方
は
、
車
で
来

て
い
る
お
客

さ
ん
に
は
十

分
配
慮
し
、

酒
類
は

絶

対
に
出

さ
な
い
と
か
、

お
酒
を

飲
ん

だ
場
合

は
、
車
の
キ
ー
を
預
か

る
な

ど
し

て
、

，
真
の
思
い
や
り
で

飲
酒

連

転
を
防

止

L
ま
し
よ

う
。
 

安
全
運
転

の
励
行
は
 

「
ゆ
と
り

」
か
ら
 

ベ
ス
ト

・
ド
「
フイ
バ

ー
の
条
件

と

は
、
走
行
中
、

特
に
先
を

急
い
で

い

る
よ
う
な
と
き
で

も
、

は
や
る
気

持

ち
を
抑
え

て
運
転
で

き
る
こ
と
だ

と

言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

年
末

の
あ
わ

た
だ
し

さ
の
な
か

で
、
 
 時

間
に

追
わ
れ

て
の
運
転
中
、
 
つ
い

ほ
か
の
こ
と
を
考

え
た
り
、

わ
き
見

連
転
す
る

の
は
大

変
危
険
で
す
。
ち

ょ
つ
と
し
た
心

の
ス
キ
が
大
事
故
を

招
き
ま
す
。
 

安
全
な
ス
ピ

ー
ド
で
、

十
分
な
車

間
距
離
を
保
ち
、

前
方

の
安
全
を

確

認
し
、

ど
ん
な
事

態
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
常
に
 
「
ゆ
と
り
」
 
を
も
って

運
転
し

ま
し
ょ

う
。
 

歩
行
者
の
安

全
な
横
断
は

自
ら

の
手
で
 

歩
行
者
も
、

年
末
に

な
る
と
気

分

的
に
あ
わ
た
だ
し

く
な
り
、
 
つ
い
先

を
急
ぐ
気
持
ち
か
ら
、
 
い
き
な
り

道

路
に
飛
び

出
し

た
り
、
無
理
な
横
断

を
し
た
り
す
る
光

景
が

目
に

つ
き
ま

す
。
 

し
か
し
、
車
は

急
に
止
ま
れ

ま
せ

ん
。
急
ブ

レ
ー
キ
を

踏
ん
で
か
ら

車

が
止
ま
れ

る
ま
で

の
距
離
は
と
い

う

と
、
時
速
六
十
キ

ロ
で
約
六
十

メ
ー
 

ト

ル
必
要
で

す
。

ま
た
、

時
速
六
十

キ
ロ
で

の
走
行

距
離
は
】
秒

間
で
約

二
十
メ
ー
ト

ル
。
ま
だ
遠
く
に

車
が

い
る
と
思
っ

て
も
ア
ッ
と
い
う
間
に
 
 

近
づ

い
て
き
ま
す
。
 

は
や
る
気

持
ち
、

あ
せ
る
気

持
ち

は
歩
行
者

に
も
禁
物
で

す
。
 
「自
ら

の
安
全
は

自
ら

の
手
で

」
を
合

言
葉

に
、
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
た

め
に

次
の
こ
と
を
実
践
し

ま
し
よ

う
。
 

▽
横
断
歩
道
や
歩

道
橋
、

横
断

地
ド

道
な
ど
、

安
全

に
渡
れ
る

場
所
を

選

ん
で
横
断
し
ま
し
よ

う
。
 

▽
横
断
す
る
と
き
は
必
ず
、
 
い
っ
た

ん
立
ち

止
ま
り
、

安
全
を

確
か

め
、
 

速
や
か

に
渡
り
ま
し
ょ

う
。
 

▽
駐
停
車
し

て
い
る
自
動

車
の
間
や
、
 

渋
滞
で

ノ
ロ

ノ
ロ
走
っ

て
い
る
自
動

車
の
直
前
直
後

の
横
断
は

や
め
ま
し

ょ
・フ
。
 

▽
歩
行
者
、

特
に
了

供
や
老
人

の
方

が
左
右

の
安
全
を

確
か

め
ず

に
横
断

し
よ
う
と

叱
て
い
る

の
を
見
か

け
た

ら
、
 
一
」「
『
声
を掛
け

た
り
、

手
を
引

い
て
横
断
を

手
助
け
し

て
あ
げ
ま
し

ょ
・フ
。
 

▽
夜
間
外
出

す
る

場
合

は
、
明
る
い

色
の
服
装
を

心
掛
け

た
り
、

反
射
材

の
付

い
た
服
な
ど

を
着
る

な
ど
し
て
、
 

ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら

よ
く
見

え
る
よ
う

な
配
慮
を
し

ま
し
ょ

う
。
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